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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集

　
ア
ウ
ト
テ
リ
ア
と
は
、
屋

根
・
外
壁
・
窓
・
玄
関
周
り
を

い
い
ま
す
。
外
壁
は
家
を
外
か

ら
見
る
と
一
番
目
に
つ
く
所
で

す
。
塗
装
を
す
る
場
合
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
最
近
合
い
見

積
も
り
を
進
め
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
単
に
金

額
だ
け
を
比
べ
て
み
て
も
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
材
料

を
使
う
か
、
工
程
は
ど
う
な
の

か
、
何
年
位
も
つ
の
か
な
ど
吟

味
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
材
料
は
値
段
に
比
例
し
、
ア

ク
リ
ル
・
ウ
レ
タ
ン
・
シ
リ
コ

ン
・
フ
ッ
素
・
無
機
質
の
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
水
性
と

油
性
、
一
液
と
二
液
が
あ
り
・

工
程
も
最
低
で
も
５
工
程
あ
り

ま
す
。
値
段
も
１
缶
１
万
円
程

度
か
ら
６
万
円
位
す
る
物
ま
で

あ
り
ま
す
。
材
料
を
決
め
工
程

を
確
認
し
て
か
ら
契
約
を
し
て

下
さ
い
。
無
機
質
の
材
料
は
今

研
究
が
進
ん
で
い
て
よ
い
も
の

が
沢
山
出
て
い
ま
す
が
、
環
境

（
日
照
・
湿
度
）
に
よ
っ
て
合

わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
私
は
実
績
の
あ
る
フ
ッ
素
を

お
勧
め
し
ま
す
。
20
年
程
前
か

ら
フ
ッ
素
を
使
っ
て
い
ま
す
が

塗
り
替
え
た
現
場
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。
中
塗
り
と
仕
上
げ
塗

り
の
色
を
変
え
て
工
程
を
解
り

や
す
く
す
る
業
者
は
信
頼
で
き

ま
す
。
外
壁
工
事
は
、
足
場
・

大
工
・
板
金
・
左
官
・
塗
装
・

防
水
・
サ
ッ
シ
等
の
複
数
の
業

者
が
関
わ
り
ま
す
。
複
数
の
職

種
が
関
係
す
る
工
事
を
請
け
負

え
る
の
は
、
建
築
工
事
業
の
許

可
を
取
っ
て
い
る
工
務
店
や
建

設
業
者
で
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

ア
ウ
ト
テ
リ
ア
リ
フ
ォ
ー
ム

外
壁
塗
装
編

122

食
べ
る
動
く
寝
る
健
康
の
三
要
素
生
き
る
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
は
と
て

も
シ
ン
プ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

　
さ
ら
り
と
詠
い
大
切
な
こ
と
は
シ
ン
プ
ル
と
気
付
か
さ
れ
る
。

害
獣
な
り
と
リ
ス
を
捕
獲
し
そ
の
夕
べ
蜜
柑
の
花
に
雨
は
ら
は
ら

と
降
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
中
島
　
保
行

　
作
者
の
生
き
物
へ
の
哀
れ
み
の
情
が
下
句
の
景
と
響
き
合
う
。

江
の
島
へ
弁
天
橋
を
仰
ぎ
見
て
ト
ン
ボ
ロ
の
浜
を
富
士
連
れ
て
行

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
干
潮
で
橋
の
下
を
歩
い
て
渡
れ
る
貴
重
な
景
が
よ
く
見
え
る
。

一
瞬
の
夢
ま
ぼ
ろ
し
や
遠
花
火
ド
ー
ン
と
胃
の
腑
に
音
を
沈
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

切
株
に
座
し
て
友
待
つ
十
字
路
の
頭
上
よ
り
降
る
郭
公
の
声
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

物
の
怪
に
と
り
つ
か
れ
し
か
大
雨
は
き
ざ
は
し
一
気
に
駆
け
く
だ

り
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

蝶
の
ご
と
舞
っ
て
る
わ
た
し
を
夢
に
み
て
今
日
も
踏
み
ま
す

ク
ィ
ッ
ク
ク
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
渡
邉
　
知
子

ぴ
い
ぴ
い
と
菖
蒲
鳴
ら
し
て
湯
に
浸
か
り
し
背せ
な
は
縮
み
ぬ
兄
も
弟

も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

わ
が
脚
を
振
り
子
の
よ
う
に
弾
ま
せ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
紫
陽

花
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

血
圧
を
は
か
る
間
は
目
を
と
じ
て
窓
の
み
ど
り
の
香
を
思
い
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

小
走
り
に
賽
銭
蒐
む
る
少
年
の
装
ひ
清
し
白
袴
着は

く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

〈
天
〉夏
立
や
信
号
待
ち
の
流
れ
雲
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
信
幸

　
こ
の
季
題
は
暑
さ
を
感
じ
る
二
十
四
節
気
の
節
目
の
も
の
。
信

号
待
ち
の
流
れ
る
雲
に
立
夏
を
思
っ
た
の
も
感
性
。

〈
地
〉伸
び
代
の
も
う
無
き
ほ
ど
に
今
年
竹
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
仁

　
今
年
竹
の
勢
い
は
な
い
と
写
生
し
て
作
者
。
し
か
し
「
無
き
ほ

ど
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
ま
だ
伸
び
る
の
で
あ
ろ
う
。

〈
人
〉若
葉
萌
え
八
幡
宮
は
森
の
中
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

　
何
と
い
っ
て
も
鶴
岡
八
幡
宮
で
あ
る
。
若
葉
も
あ
り
、
そ
の
奥

に
森
も
あ
る
。
佇
ま
い
が
よ
く
出
て
い
る
一
句

運
水
の
草
蛙
も
止
め
る
蝉
し
ぐ
れ
　
　
　
　
山
崎
　
篠
田
つ
ゝ
み

　
ま
だ
修
行
中
の
若
僧
の
こ
と
。
そ
ん
な
人
も
止
め
る
ぐ
ら
い
の

蝉
時
雨
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
着
眼
が
よ
い
。

江
の
島
の
下
道
暗
し
走
り
梅
雨
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
今
年
は
梅
雨
入
り
が
遅
く
、
こ
う
い
っ
た
季
題
を
よ
く
見
か
け

る
。
場
所
も
共
有
で
き
た
作
品
。
　
　
　
　

万
緑
や
道
に
迷
っ
て
も
と
の
道
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

　
上
五
で
思
い
切
っ
た
切
れ
字
を
使
っ
て
、
全
体
像
が
見
え
て
き

た
。
内
容
も
個
性
が
あ
っ
た

香
り
の
せ
走
り
茶
の
針
解
け
ゆ
く
　
　
　
藤
沢
市
　
山
田
　
節
子

葉
隠
れ
で
喉
ふ
く
ら
ま
せ
雨
蛙
　
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

新
緑
に
押
さ
れ
て
古
木
す
こ
し
揺
れ
　
　
逗
子
市
　
濱
野
八
十
一

水
兵
の
声
揃
ひ
し
雲
の
峰
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

桐
の
花
心
に
染
む
る
齢
と
な
り
　
　
　
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

五
月
晴
れ
虚
子
を
仰
ぎ
し
け
ん
二
の
忌
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

海
岸
の
ご
み
捨
ひ
し
て
夏
を
待
つ
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

人
声
の
恋
し
き
ラ
ジ
オ
五
月
闇
　
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

運
慶
の
仁
王
像
よ
り
夏
に
入
る
　
　
　
　
　
城
廻
　
横
山
　
初
恵

早
苗
響
や
祖
母
母
吾
の
立
つ
厨
　
　
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

山
紫
陽
花
葉
先
に
小
さ
き
雨
雫
　
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

わ
が
母
の
命
日
思
う
凌
霄
花
　
　
　
　
　
材
木
座
　
有
野
　
冬
花

若
葉
風
こ
こ
ろ
も
雲
も
ほ
ど
け
ゆ
く
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

晩
酌
に
妻
が
並
べ
る
初
鰹
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

　鎌倉市中央図書館 (☎ 25･2611) は５月に一般 170冊、
児童書 18 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
▼「生成ＡＩで世界はこう変わる」今井翔太著 SBクリ
エイティブ SB新書　▼「本は眺めたり触ったりが楽し
い」青山南著 筑摩書房 ちくま文庫　▼「迷いのない人
生なんて」共同通信社編　岩波書店　▼「日本中世史鎌
倉幕府の謎」本郷和人著 宝島社 宝島 SUGOI 文庫　
　▼「東大地理部の『地図深読み』散歩」東京大学地文
研究会地理部著 マイクロマガジン社　▼「日本が知ら
ないウクライナ」ユリヤ・ジャブコ著 大学教育出版　
▼「やってはいけない『実家』の相続 天野隆・天野大
輔著 青春出版社 青春新書 INTELLIGENCE
　▼「老いる日本の住まい」NHKスペシャル取材班著
　マガジンハウス マガジンハウス新書　▼「現場から
考える国語教育が危ない！」村上慎一著 岩波書店 岩波
ブックレット　▼「医師がすすめる漢方生活」渡邉賀
子著 Gakken ▼「『長生きする人』の習慣、ぜんぶ集め
ました。」 工藤孝文監修　青春出版社　青春新書 PLAY 
BOOKS　▼「日本の不思議な名建築 111」加藤純文 エ
クスナレッジ　▼「『いくつになってもキレイな人』の
メイク」レイナ著　三笠書房 知的生きかた文庫
　▼「大谷翔平の成信力」西田一見著 清談社 Publico　
▼「藤井聡太がやさしく教える将棋・攻めの基本」藤井
聡太監修　日本将棋連盟　▼「紫式部と王朝文化のモノ
を読み解く」河添房江著 KADOKAWA 角川ソフィア文庫

鎌倉市中央図書館 （５月分）

葉
山
ま
ち
づ
く
り
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
。
無
料
。
同
館
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
０
４
２
１

▼
小
島
陽
介 

季
節
の
う
つ
わ
展

　
７
月
１
日
〜
９
月
30
日
、

小
町
通
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一

翆
堂
。
☎
22
・
３
７
６
９

▼
北
鎌
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月

▽
木
村
俊
江 

夏
の
ガ
ラ
ス
展

　
７
月
７
日
ま
で
。
日
常
の
食

器
、
茶
器
、
猫
の
こ
け
し
等
。

▽ART W
AVE in 

北
鎌
倉

　
13
〜
22
日
。
絵
画
、
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
雑
貨
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
等
。
▽
セ
シ
リ
ア
カ
オ

ル
展
〜
自
然
へ
の
回
帰
・
み
え

て
く
る
カ
タ
チ
　
27
日
〜
８

月
４
日
。
☎
22
・
２
９
１
３

▼
オ
ー
ル
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ズ
パ

ー
テ
ィ
ー
ズ
〜
絵
画
、
彫

刻
、
そ
の
先
、

　
８
月
25
日
ま
で
藤
沢
市
ア

ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
既
存
の
枠

組
み
を
超
え
て
挑
戦
す
る
現

代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
３
人
の

作
品
を
紹
介
。
無
料
。
☎

０
４
６
６
・
30
・
１
８
１
６

▼
グ
リ
ー
ン
シ
ネ
マ
か
ま
く
ら

　
７
月
25
〜
31
日
「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
海
」。１
２
０
０
円
。

要
申
込
。
☎
40
・
３
３
８
９

▼
ふ
く
ぶ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ

ネ
マ
「
北
極
百
貨
店
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
さ
ん
」

　
７
月
28
日
10
時
半
・
13

時
半
、
葉
山
町
福
祉
文
化
会

▼
映
画
館
の
エ
ト
セ
ト
ラ

　
７
月
７
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
映
画
館
に
関

わ
る
資
料
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、「
映
画
館
」
を
展
示
と

上
映
な
ど
か
ら
紐
解
く
。

２
百
円
、
鎌
倉
市
民
無
料
。

【
関
連
上
映
】「
ニ
ュ
ー
シ
ネ

マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
７
月
２・
６

日
10
時
半
、
３・
５・
７
日
14

時
／
「
さ
す
ら
い
」
７
日
10

時
、
２・
４・
６
日
13
時
半
。

千
円
。
☎
23
・
２
５
０
０

▼
夏
の
日
の
き
ら
め
き
〜
清

方
一
家
の
夏
休
み

　
７
月
６
日
〜
８
月
25
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
夏
の

ひ
と
時
を
楽
し
む
清
方
一
家

の
様
子
を
作
品
や
絵
日
記
、

ス
ケ
ッ
チ
で
紹
介
。
３
０
０

円
。
☎
23
・
６
４
０
５

▼
蟲
？
？
？
　
養
老
先
生
と

み
ん
な
の
虫
ラ
ボ

　
７
月
８
日
〜
９
月
１
日
鎌

倉
文
華
館 

鶴
岡
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
。
昆
虫
の
世
界
、
自
然

の
実
際
と
養
老
孟
司
先
生
の

活
動
の
実
感
を
集
約
し
た
展

示
。
１
５
０
０
円
。
☎
55
・

９
０
３
０

▼
祇
園
会
と
古
都
の
情
景

　
７
月
28
日
ま
で
山
口
蓬
春

記
念
館
。
蓬
春
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
「
十
二
ケ
月
風
俗
図
」

を
は
じ
め
、
や
ま
と
絵
に

よ
る
祭
礼
図
や
年
中
行
事

絵
な
ど
。
６
０
０
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

▼
茶
の
湯
以
前
〜
中
世
鎌
倉

の「
茶
」

　
７
月
26
日
〜
９
月
23
日
県

立
金
沢
文
庫
。「
茶
の
湯
」

以
前
の
日
本
の
中
世
の
茶

の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
。

５
０
０
円
。
☎
０
４
５
・

７
０
１
・
９
０
６
９

▼
は
り
と
い
と
・
手
仕
事
学

校 

作
品
展

　
７
月
19
日
〜
８
月
８
日

田
た

島
じま

 幸
さち

子
こ

さん

開店 １ 年を迎えた

魚の協同販売所代表

館
。
従
業
員
は
人
間
、
お
客

様
は
総
て
動
物
の
「
北
極
百
貨

店
」
で
働
き
始
め
た
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
奮
闘
記
。
千
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
８
７
１

▼
図
書
館
名
画
座
映
画
会

「
は
だ
か
の
王
様
」

　
７
月
29
日
14
時
、
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
。
無
料
。
逗

子
市
立
図
書
館
☎
０
４
６
・

８
７
１
・
５
９
９
８

▼
葉
山
で
平
和
を
考
え
る
一
日

　
７
月
31
日
葉
山
町
立
図
書

館
。
葉
山
町
制
施
行
１
０
０

周
年
記
念
企
画
の
平
和
啓
発

イ
ベ
ン
ト
。
▽
葉
山
平
和
ア
ー

ト
展
葉
山
町
役
場
政
策
課
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
１
１
１

▼let's sing in Kamakura 

夏
休
み
だ
ヨ
！
全
員
集
合

　
８
月
３
日
13
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
村
田

望
さ
ん
、
大
橋
葉
月
さ
ん
ら

の
歌
と
演
奏
で
ダ
ン
シ
ン
グ

・
ク
ィ
ー
ン
な
ど
。
２
千
円
。

ス
タ
ジ
オ
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
☎

０
９
０
・
２
２
０
７
・
０
０
３
１

▼
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト

　
８
月
７
日
18
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
２
０
２
３

年
度
鎌
倉
市
小・
中・
高
学
生

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
最
高
位
入

賞
者
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

５
百
円
。
首
藤
方
☎
０
８
０
・

６
３
８
２
・
９
４
１
０

▼
夏
休
み 

親
子
で
楽
し
む

書
道
体
験

　
７
月
24
日
９
時
15
分
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
小

学
１
〜
３
年
の
子
ど
も
と
保

護
者
。
先
着
20
組
。
無
料
。

要
申
込
。
日
本
総
合
書
芸
院

☎
23
・
２
１
０
０

▼
初
め
て
学
ぶ
中
国
語
講
座

　
７
月
３
・
10
・
24
日
13

時
半
、
鎌
倉
大
路
ビ
ル
。

３
５
０
０
円
（
３
回
分
）

と
教
材
費
。
▽
中
級
講
座 

毎

月
水
曜
３
回
。
昼
の
部（
15
時

半
）
月
３
５
０
０
円
。
夜
の

部
（
17
時
半
）
月
５
０
０
０

円
。
鎌
倉
市
日
本
中
国
友
好

協
会
☎
23
・
２
１
０
０

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
７
月

26
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･

衣
類･

手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
27
日
７
時

半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨
董
市
出
店
者

募
集
中
。
片
岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

▼
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
好
き
集
ま

れ
！Hand made Fes

　
８
月
３
・
４
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
個
人
・
団

体
の
作
品
の
販
売
、
展
示
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。
☎

25
・
２
０
３
０

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
７
月
７
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
19
日
17
時
半
。
▽
ソ
ン

ベ
カ
フ
ェ
24
日
16
時
半
。
各

大
人
５
百
円
、
中
学
生
以
下

無
料
。
要
予
約
。
渡
邉
方
☎

０
９
０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

flatcafekam
akura@

gmail.com

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
ハ
ス
の
早
朝
開
園
７
月

６
・
７
・
９
〜
15
・
20
・
21
・

27
・
28
日
・
８
月
３
・
４
日

７
時
開
園
。
▽
フ
ラ
ワ
ー
コ

ン
サ
ー
ト 

７
月
７
日
11
・

14
時
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
（
ム
ー
サ
）
、
21

日
11
・
14
時
フ
ィ
ー
チ
ャ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
Vol.
７
。
無

料
。
▽
園
長
さ
ん
ぽ
14
日
10

時
頃
。
無
料
。
▽
ミ
ツ
バ
チ

内
検
・
採
蜜
見
学
会 

27
日
10

時
・
13
時
半
。
３
０
０
円
。

11
日
ま
で
に
申
込
。

▽
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
写
真

撮
影
と
現
像
体
験 
８
月
２
日

13
時
半
、
３
日
９
時
半
。
千

円
。
15
日
ま
で
に
申
込
。

　
入
園
料
４
百
円
。
☎
46
・

２
１
８
８

▼
朝
市

▽
腰
越
漁
協
７
月
４
・
18
日

10
時
〜
売
切
れ
次
第
終
了
。

腰
越
漁
協
事
務
所
前
。
☎

32
・
４
７
４
３

▽
鎌
倉
漁
協
７
月
７
日
10

時
、
鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
駐

車
場
☎
22
・
３
４
０
３

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

７
月
６
・
27
日
十
二
所
果
樹

園
。
13
日
建
長
寺
回
春
院
。

20
日
御
谷
山
林
。
30
日
内
藤

家
墓
地
。
各
９
時
20
分
現
地

集
合
。
▽
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
10

日
。
▽
お
話
サ
ロ
ン
27
日
。

▽
藍
染
体
験
教
室
31
日
。
要

申
込
。
☎
23
・
６
６
２
１

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
称
名
寺
の
伽
藍
跡
と
北
条

実
時
の
廟
所
を
訪
ね
る
７
月

３
・
５
・
９
・
11
・
19
日
９
時

金
沢
文
庫
駅
西
口
広
場
集

合
。
約
４
㎞
。
５
百
円
。

▽
時
宗
総
本
山
遊
行
寺
、
船

玉
神
社
と
感
応
院
７
月
12
・

17
・
23
日
・
８
月
1
日
９
時

藤
沢
駅
北
口
サ
ン
パ
ー
ル

広
場
集
合
。
約
２
・
５
㎞
。

７
百
円
。
▽
源
氏
物
語
の
講

座
と
ゆ
か
り
の
史
跡
７
月

８
・
16
・
25
日
９
時
、
鎌
倉

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
合
。
約

２
㎞
。
５
百
円
。
☎
24
・

６
５
４
８

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
７
月
14
日
10
〜
14

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）
。

※
献
品
受
付
　
衣
類
・
着
物

・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧
品
。

☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な

ど
も
。
鎌
倉
市
関
谷
３
８
７

―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
・

小
倉
宛
。
☎
０
８
０
・
６
６

０
２
・
９
４
９
８

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
７
月
20
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
21
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
。
本

田
方
☎
０
９
０
・
６
５
０
２
・

２
４
７
０

▼
こ
ど
も
の
た
め
の
バ
イ
オ

リ
ン
体
験

　
７
月
28
日
10
時
半
、
小
３

ま
で
／
13
時
半
、
高
学
年
以

上
、
深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー
。

５
０
０
円
。
申
込
は
20
日
ま

で
か
ま
く
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ト

リ
ン
グ
ス
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
32
・

５
５
６
２
か
HP
で
。
か
わ

だ
方
☎
０
８
０
・
１
２
２
８
・

１
０
８
８

▼
観
蓮
会

　
７
月
27
・
28
日
光
明
寺
。

▽
大
聖
閣
抹
茶
席
・
聞
香
体
験

・
糸
か
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
各

千
８
百
円
。
▽
法
話
と
阿
弥
陀

経
写
経
２
千
円
。
▽
浄
土
蓮
想

（
27
日
の
み
）
３
千
円
。
要
申

込
。
同
寺
☎
22
・
０
６
０
３

　
約
２
千
世
帯
、
約
５
千
人
が

暮
ら
す
鎌
倉
市
の
今
泉
台
。
そ

の
真
ん
中
あ
た
り
に
あ
る
商
店

街
の
一
角
に
「
サ
カ
ナ
ヤ
マ
ル

カ
マ
」
は
あ
る
。
鹿
児
島
県
阿

久
根
や
小
田
原
な
ど
か
ら
仕
入

れ
た
魚
が
並
ぶ
。
営
業
は
水
曜

か
ら
土
曜
。
開
店
前
の
９
時
ご

ろ
か
ら
閉
店
後
の
午
後
７
時
か

８
時
ま
で
働
く
。
客
の
好
み
に

あ
っ
た
魚
を
薦
め
、
料
理
法
を

教
え
る
姿
は
、
す
っ
か
り
魚
屋

の
女お

か
み将
さ
ん
だ
。

　
鎌
倉
と
阿
久
根
の
結
び
つ
き

は
２
０
１
７
年
に
遡
る
。
鎌
倉

と
他
地
域
を
つ
な
げ
る
民
間
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
阿
久
根
市

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
興
味

を
持
ち
、
阿
久
根
で
揚
が
っ
た

魚
を
鎌
倉
で
試
験
的
に
販
売
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　
盛
況
だ
っ
た
た
め
、
２
年
目

に
移
動
販
売
を
計
画
。
そ
の
候

補
地
に
あ
が
っ
た
の
が
、
高
齢

化
率
が
40
％
を
超
し
、
買
い
物

難
民
や
生
活
の
孤
立
化
が
起
き

て
い
た
今
泉
台
だ
っ
た
。
当
時

の
町
内
会
長
が
受
け
入
れ
を
相

談
し
た
の
が
、
前
任
の
田
島
さ

ん
。「
ぜ
ひ
、
や
っ
て
み
ま
し
ょ

う
」
と
方
針
が
決
ま
っ
た
。

　
鮮
魚
の
移
動
販
売
は
連
日
行

列
が
で
き
る
ほ
ど
好
評
で
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
実
感
し
た
。
今

泉
台
町
内
会
の
三
代
の
町
内
会

長
ら
が
、
住
民
主
体
で
魚
屋
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
を
決

め
、
２
１
年
の
暮
れ
に
阿
久
根

市
に
出
向
き
、
漁
業
関
係
者
の

忘
年
会
に
飛
び
込
ん
だ
り
、
市

長
の
公
務
の
合
間
を
ぬ
っ
た
り

し
て
、
事
業
計
画
を
プ
レ
ゼ
ン

し
た
。
２
０
２
２
年
11
月
に
田

島
さ
ん
が
代
表
理
事
に
な
っ
て

一
般
社
団
法
人
を
設
立
。
開
業

資
金
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
融
資
で
調
達
し
、
空
き

家
に
な
っ
て
い
た
魚
屋
の
店
舗

の
改
装
を
試
み
た
。
だ
が
、
予

想
外
の
事
態
が
待
っ
て
い
た
。

　「
50
年
以
上
も
前
に
で
き
た
商

店
街
な
の
で
、
店
は
み
ん
な
建

て
増
し
を
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
下
水
の
最
終
桝
が
店
舗
内
に

な
っ
て
い
た
り
、
床
下
が
空
洞

に
な
っ
て
い
た
り
…
」
設
備
を

全
部
新
し
く
し
て
開
店
し
た
の

は
、
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て

２
３
年
４
月
だ
っ
た
。

　
今
泉
台
が
開
発
さ
れ
た
の
は

１
９
６
０
年
代
だ
。転
勤
族
だ
っ

た
夫
と
田
島
さ
ん
が
移
り
住
ん

だ
の
は
30
年
以
上
前
。
す
で
に

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
街
並
み

だ
っ
た
と
い
う
。「
魚
屋
の
ほ
か

肉
屋
が
２
軒
、
八
百
屋
が
３
軒
、

本
屋
も
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
屋
も
、

靴
の
修
理
屋
も
あ
っ
た
」

　
と
こ
ろ
が
、
自
身
が
町
内
会

長
を
務
め
る
こ
ろ
か
ら
閉
め
る

店
が
出
始
め
た
。
大
船
駅
前
に

大
型
店
が
続
出
し
た
影
響
だ
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
対
策
の
必
要
を

感
じ
て
い
た
。
魚
屋
を
開
業
し

た
今
、
住
民
の
集
い
の
場
や
珈

琲
屋
が
あ
り
、
パ
ン
屋
も
開
店

し
、
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　
店
頭
に
魚
の
骨
の
標
本
な
ど

も
置
い
て
い
る
。「（
対
面
販
売

の
経
験
が
少
な
い
）
子
ど
も
や

フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
面
白
が
っ
て

来
る
。
店
は
人
が
代
わ
り
な
が

ら
も
長
く
続
く
も
の
に
し
た
い
。

若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く

る
住
み
や
す
い
街
に
し
た
い
」

　
５
人
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
約
20

人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
運
営
に
携

わ
っ
て
い
る
。
民
生
委
員
で
も

あ
り
、
毎
日
店
頭
に
立
ち
な
が

ら
住
民
に
声
を
掛
け
、気
を
配
っ

て
い
る
。
夫
と
実
母
の
３
人
暮

ら
し
。
70
歳
。

 

（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

　
７
月
３
〜
７
日
鎌
倉
生
涯

第
51
回
　
鎌
倉
写
真
連
盟
展

第 50回鎌倉市長賞作品
「茜雲」榎原等さん

学
習
セ
ン
タ
ー
。

　
鎌
倉
写
真
連
盟
（
所
属
団

体
９
、
会
員
１
２
９
人
）
の

作
品
約
１
５
０
点
。
鎌
倉
市

長
賞
、
鎌
倉
朝
日
賞
な
ど

36
点
を
選
出
。

　
問
合
せ
　
湯
浅
方
☎
０
９

０
・
２
５
３
４ 

・ 

１
４
５
９

洋
画
・
日
本
画
・
版
画
ほ
か

美
術
品
の
買
取

致
し
ま
す

田
村
　
慶

③

梅
ダ
レ
豚
し
ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ

新
鎌
倉
料
理

　
季
節
は
梅
雨
か
ら
真
夏
に
変

わ
り
つ
つ
あ
る
鎌
倉
の
景
色
。

鎌
倉
で
は
七
夕
に
鶴
岡
八
幡
宮

で
特
別
な
短
冊
を
飾
る
「
七
夕

祭
り
」
が
あ
り
ま
す
。
七
夕
の

短
冊
に
は
青
（
緑
）、
赤
、
黄
、

白
、
黒
（
紫
）
で
、
人
間
力
を

高
め
る
、
親
へ
の
感
謝
、
人
を

大
切
に
思
う
、
義
務
や
決
ま
り

を
守
る
、
学
業
成
就
や
健
康
を

祈
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
理
解
し
た
上
で
短
冊
の

色
を
選
ぶ
と
一
層
願
い
が
叶
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
夏
に
食
べ
た
く
な
る

よ
う
な
、
サ
ッ
パ
リ
と
し
た
レ

シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
●
材
料

▽
豚
肉
バ
ラ
ス
ラ
イ
ス
４
０
０

ｇ
▽
茹
で
用
水
（
水
１
・
５
ℓ
、

塩
小
さ
じ
２
、砂
糖
大
さ
じ
１
、

酒
大
さ
じ
３
）
▽
水
菜
１
束

▽
ト
マ
ト
１
／
２
個
▽
胡
瓜
１
本

▽
梅
ダ
レ
（
梅
干
し
４
個
、
水
、

酢
各
大
さ
じ
２
、
し
ょ
う
ゆ
小

さ
じ
４
、
砂
糖
小
さ
じ
２
、
ご

ま
油
大
さ
じ
１
）

　
●
作
り
方

①
湯
を
沸
か
し
、
鍋
に
茹
で
用

の
水
、
調
味
料
を
入
れ
て
中
火

に
か
け
る
。
②
お
湯
が
沸
い
た

ら
弱
火
に
し
、
豚
肉
を
少
量

ず
つ
茹
で
る
。
③
豚
肉
の
色

が
変
わ
っ
た
ら
、
ボ
ー
ル
の
水

に
さ
っ
と
さ
ら
し
て
粗
熱
を
取

り
、
ざ
る
に
広
げ
て
さ
ま
す
。

※
氷
水
で
冷
ま
す
と
肉
が
固
く

な
る
の
で
、常
温
の
水
で
冷
ま
す
。

④
梅
干
し
の
種
を
取
り
包
丁
で

叩
き
、
他
の
調
味
料
と
合
わ
せ

よ
く
混
ぜ
る
。

⑤
各
野
菜
を
好
み
の
サ
イ
ズ
に

切
り
分
け
、
皿
に
盛
り
肉
を
乗

せ
最
後
に
タ
レ
を
か
け
て
完
成
。

（
創
作
和
料
理
近
藤
　
副
料
理
長
）

「
夏
に
食
べ
た
い
さ
っ
ぱ
り
簡
単
レ
シ
ピ
」

皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。（順不同）

暑中お見 舞い申し上げます暑中お見 舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます

鎌倉市小町 1－11－5
☎0467－22－0507

横松 佐智子理事長

鎌倉婦人子供会館
公益財団法人

60 周年を迎えました

森山　桂多

心の健康に芸術を

鎌
倉
市
御
成
町
二
〇
ー
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
六
七
ー
二
三
ー
一
〇
七
五

会
長

社
会
福
祉
法
人

鎌
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

鎌倉美術連盟代表
村田良策記念アトリエM

info@kamakura-unesco.com

http//kayoko-murata.com

玉縄城址と歴史館で活動する

https://tamanawajo.JP

SDGs@ビジネス検定講座

SDGs 活動支援センター
https//sdgs.or.jp/

鎌
倉
市
御
成
町
一
八
ー
一
〇

　
　
鎌
倉
市
高
齢
者
い
き
い
き
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
六
七
ー
六
一
ー
三
九
三
〇

会
長

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉（
鎌
倉
市
老
人
連
合
会
）は

今
年
創
立
６０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

今
後
も
高
齢
者
の
幸
せ
の
た
め
活
動
し
ま
す
。

み
ら
い
ふ
る
鎌
倉

森
田

　和
夫

例祭8月20日 盆踊りなど
令
和
六
年 

盛
夏

☎0467－23－0015
鎌倉市雪ノ下 3－1－32

（54)

徴
兵
制
が
開
始
さ
れ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
状

代
表
理
事　

名
知
仁
子

　
皆
さ
ん
、
１
９
４
５
年
８
月

15
日
に
日
本
が
降
伏
し
た
、
第

２
次
世
界
大
戦
の
時
、
日
本
政

府
が
発
行
し
た
「
赤
紙
」
っ
て

聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

軍
の
召
集
令
状
の
こ
と
で
す
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
３
年
前
の

ク
ー
デ
タ
ー
後
、
実
権
を
握
る

軍
が
今
年
２
月
10
日
、
18
歳
以

上
の
男
女
を
対
象
に
兵
役
の
義

務
を
課
す
徴
兵
制
を
実
施
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。
兵
士
に

な
っ
た
場
合
、
普
通
、
戦
う
相

手
は
他
の
国
の
人
で
す
。
し
か

し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
内
戦
で
あ

る
た
め
、
兵
士
に
な
っ
て
戦
う

相
手
は
、
現
在
、
軍
事
政
府
に

反
対
し
て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

人
た
ち
で
す
。
国
を
守
る
た
め

の
制
度
が
そ
の
よ
う
に
使
わ
れ

る
と
は
と
、
心
が
痛
み
ま
す
。

　
４
月
22
日
か
ら
我
々
の
巡
回

し
て
い
る
村
々
、
さ
ら
に
当
会

の
事
務
所
が
あ
る
ミ
ャ
ウ
ン

ミ
ャ
で
対
象
の
男
性
が
集
め
ら

れ
、
村
長
や
区
長
か
ら
書
類
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
噂
で
は
、

そ
の
中
か
ら
徴
兵
を
選
ぶ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
友

人
の
親
戚
の
家
に
、
夜
、
突

然
、
数
人
の
人
が
踏
み
込
こ
ん

で
き
て
、
息
子
さ
ん
を
連
れ
て

い
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
物

価
高
騰
で
生
活
が
苦
し
く
、
家

族
を
養
う
た
め
、
自
分
か
ら
志

願
し
て
い
く
若
者
も
い
る
そ
う

で
す
。
そ
の
場
合
、
志
願
し
た

人
に
村
の
各
世
帯
か
ら
３
万

チ
ャ
ッ
ト
（
約
１
５
０
０
円
）

ず
つ
支
払
わ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。
総
世
帯
が
41
の
場
合
、
志

願
し
た
人
は
１
２
３
万
チ
ャ
ッ

ト
得
て
、家
族
を
守
る
の
で
す
。

本
当
に
悲
し
い
現
実
で
す
。

　
多
く
の
若
者
は
、
徴
兵
制
を

逃
れ
、
家
族
を
養
う
た
め
に
国

外
に
働
き
に
行
く
こ
と
を
希
望

し
、
ヤ
ン
ゴ
ン
で
も
日
本
語
学

校
が
乱
立
し
て
い
ま
す
。
村
の

な
か
で
は
人
の
絆
が
切
れ
て
い

く
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
す
。

　
当
会
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
人
た

ち
と
共
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
夢
と

未
来
を
創
る
た
め
、
10
年
計
画

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ま

も
ぜ
ひ
我
々
の
仲
間
・
同
志
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
！

事
務
局
　
東
京
都
荒
川
区
東

尾
久
８
―
41
―
23 

☎
F
A
X 

03
・
６
８
０
７
・
７
４
９
９

Em
ail:m
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ミャウンミャの学校に行く子どもたち


